
（別紙）新型コロナウイルス感染症の感染疑い者が発生した場合の対応について 

【症状等】 
息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、⾼熱、⽐較的軽いものの発熱や咳などが続いている等 

※ 以下のような⽅は重症化しやすいため、発熱や咳など⽐較的軽い⾵邪の症状の場合でも特に注意が必要である。
・⾼齢者、妊婦の⽅
・糖尿病、⼼不全、呼吸器疾患等の基礎疾患がある⽅や透析を受けている⽅
・免疫抑制剤や抗がん剤等を⽤いている⽅

 

 
 

 
 

 

【千葉市保健所】 
新型コロナウイルス感染症帰国者・接触者相談
センターに連絡し、指⽰を受ける。
【午前９時から午後７時（⼟⽇祝は午後５時まで）】 

※ 時間外であっても受付ける場合があるので、先ずは
連絡を⼊れてみる。
電話 ０４３−２３８−９９６６

①  
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◆ 隔離室には、必ず消毒液を設置し、⼗分な換気を⾏う。
◆ 対応するスタッフは、必ずマスクを着⽤する。

（フェイスシールドも着⽤することが望ましい。）
◆ 受付⽇時、感染疑い者の個⼈情報（⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、性別、

住所、電話番号）、症状と経緯、対応したスタッフの個⼈情報を
記録する。

◆ 感染疑い者を複数名同時に⼊室させる時は、必ずマスクを着⽤さ
せ、1ｍ以上の距離をとって座らせるなどする。

千葉市保健所の指⽰に従い対処する。 

 【感染の疑いが有ると判断された場合】 

・千葉市保健所が、医療機関と検査⽇時等
の調整を⾏うので、その指⽰に従って
対処する。

・医療機関や⾃宅などへの移動⼿段につい
ても必ず千葉市保健所の指⽰に従う。

他者との接触を回避 

千葉市保健所から依頼があった
場合は、聞き取り調査等に協⼒
する。

コールセンターの指⽰に従い対処する。

※ 特に、感染疑い者の移動⼿段に
ついては、必ず確認し、指⽰を
仰ぐ。

② 

【感染の疑いが無いと判断された場合】 

・催物への参加は⾒合わせてもらい、
速やかに帰宅、もしくは病院へ向か
わせる。

・電⾞、バス、タクシーなど公共交通
機関での移動は問題ないが、症状に
よっては救急⾞を要請する。

感染疑い者の退室後 
◆ ⼗分に隔離室の換気を⾏う。
◆ 対応したスタッフは、必ずうが

い、⼿洗い、⼿指の消毒をする。
◆ テーブル、椅⼦、筆記⽤具等を

消毒する。

コールセンターに連絡し、指⽰を
受ける。
【２４時間（⼟⽇祝を含む）】 

電話 ０５７０−２００−６１３ 

感染疑い者の発⽣ 

速やかに感染疑い者専⽤の個室（天
井が無くても、周囲が壁で囲われた
スペースであれば、仮設の個室であ
っても可）に案内し、隔離する。

①と連絡が取れなかった場合


